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＜連絡事項＞

· 離院の危険性となる為、南病棟にあるリネン庫のドアを開けたまま作業しないようにして下さい。

・2/14（水）に症例検討会があります。今回は措置入院患者様となっていますので、担当スタッフは各自打ち込みをして下さい。

・異動希望願の締め切りが1/31（火）まででしたので、未提出のスタッフは早く提出するようにして下さい。

・2～3月に掛けて課内研修、法人研修が多くありますので参加するようにして下さい。

・2/28（火）に立ち入り調査がありますので、12.1.2月分のカルテの見直しを各自で徹底して行って下さい。また、2/15（水）に内部監査を行います。

・2/20（月）にセルフレビューがあります。

・歯科より患者様へ超音波電動歯ブラシの使用を勧めていますので、スタッフで声掛けをして行きましょう。

・2/13（月）より、体験外出プログラムが始まります。リハビリテーションプログラムやＳＳＴ時にバスの乗り方のレクチャーをして行きましょう。また、詳しいメンバーや日程は病棟へ配布されていますので、各自で確認して下さい。

・今まで、月終わりにカルテを外す作業を各受け持ちスタッフで行っていましたが、2月より月初めの日曜日の深夜勤務者がカルテを外す事になりましたので、忘れずに行って下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 嶋守　直人様～ご家族より主治医面談の希望あり、2/1（水）11：30より第二診察室に　　　　　　　て、ご家族のみで面談が行われます。家族連絡済みです。また、内服が

２/１昼より定期処方となります。就床前薬のメディピース（0.5）2Ｔが止めとなっていますので、不安感・悲観的言動の有無の確認・観察をし、身体状態の観察をして行きましょう。

・立花　法子様～2/4（土）9：00～2/5（日）16：00まで、アルコール依存症治療プログラム3ヶ月目の外泊訓練の為、外泊されます。ご家族迎えに来られた際に、帰院時間の確認を再度行って下さい。また、外泊中に飲酒をしない事・今後の自分の生活の組み立て（自活する為には自分がどうすれば良いのか？）を考えてきて頂く事を説明して下さい。

・本田　英之様～2/4（土）9：00～2/5（日）16：45まで外泊の希望あります。外泊より帰院されると体調を崩すこと多い為、体調管理を行う事と生活リズムが乱れのないようにという事を説明をして下さい。

・菅井　浩子様～兄様より外泊希望があり、許可が下りています。家族連絡済みです。

2/4（土）11：00～2/5（日）15：00までとなっています。現在、気分の高揚あり行動・言動にまとまりのない状態続いています。また、服薬のチェック忘れや飲んだ事を忘れる事もありますので、忘薬のないよう説明をして下さい。

・木村　忠史様～排便4日間ないとのことで、就床前薬にセンナリド　2Ｔが8日分臨時処方され以後定期処方となります。余暇時に自室にて臥床傾向みられますので運動・水分補給を勧め、排便状態の確認をして行きましょう。

・清水　徹様～日中の眠気訴えられ2/1（水）より、セロクエル（100）　２Ｔ（1-1）→

セルクエル（100）１Ｔ（0-1）へ減薬となっています。プログラム・作業の参加状況の観察、日中の眠気、異常体験の有無を確認・観察をして行きましょう。

・佐々木　香様～朝の眠気が続き起床困難さを訴えられ2/1（水）の定期より、リスパダール（1）3Ｔ→2Ｔへ、バレリン（200）3Ｔ→2Ｔへ減薬（朝・昼・夕服用から朝・夕の服用）となります。また、就床前薬のレボトミン（2）1Ｔとヒベルナ（25）1Ｔが止めとなり、ジプレキサ（10）1Ｔ→ジプレキサ（5）1Ｔへと減薬になっています。日中の眠気の有無の確認と不安感・迷いの言動の観察をして行きましょう。

＜ＳＳＴ評価及び検討＞

・今回、月末のため1月分の目標評価を各グループで行っています。

・Ａユニット･･･蛯名勝幸様が中心となって進んでいます。蛯名様の口数は多い為、居眠りすることはありません。時折、話題が逸れることありますが、元に戻すことが出来ています。皆様、自己評価が低いですが出来た所と出来なかった所を個々に評価する事が出来ています。

・Ａグループ･･･大下良悦様以外は（自己評価＋他己評価）100点と言われています。お互いに良い所を誉め合っており、ウォーミングアップ時から穏やかな雰囲気で行うことが出来ていたと思います。

・Ｂグループ･･･ウォーミングアップ時は全員集中して行うことが出来ています。目標評価時は、船場幸子様が一方的に話すこと多く、その合間に布施邦雄様が怒り口調で「Ｈ様（他患者様）が自室へ入って、私物・嗜好品を取って行くのでもうやらないと約束させて下さい」と話題からズレた発言することがありました。

・Ｃグループ･･･村上幸子様が目標設定時に「生活にメリハリを付ける」と話しており、1/8（日）より相撲を見る事を話していました。評価について問うと「出来ています」と話すも、自己評価やや低めです。他己評価をして頂くなどして自己評価を上げることが出来ています。

・Ｄグループ･･･斎藤悦子様の居眠り多く、スタッフの声掛け要しています。菅井浩子様はニヤつきあり「外泊をする」とまとまりなく話すことあります。また、自己評価も「30点」と言われたり「200点」という事もあり、気分の高揚が伺われます。全員参加することが出来ており、他患者様同士であまり会話をする事が少ないとの事なので今回を機に会話をしていく事を勧めています。

・Ｅグループ･･･セッションの雰囲気自体は悪くはありませんが、自発的・積極的な発言は少なく、他のメンバーに対する関心が薄い場面伺えました。目標設定においては「スタッフに伝える」以外にも「同じグループのメンバーに伝える」等を取り入れ、周囲への関わりを意識出来るような設定も必要と思われました。






















